
年頭のあいさつ
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生
ま
れ
育
ち
ま
す
。
幸
い
に
も
能
登
町
に
は
海

洋
深
層
水
と
い
う
大
き
な
財
産
が
生
ま
れ
て
お

り
ま
す
。町
の
宝
で
あ
る
こ
の
海
洋
深
層
水
を
、

大
い
に
活
用
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
安
全
・
安
心
を
求
め
る
消
費
者

ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
に
、
私
た
ち
が
安
心

し
て
食
す
る
こ
と
が
で
き
る
生
産
物
を
守
っ
て

い
き
、
そ
れ
を
活
用
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

能
登
町
が
持
つ
豊
か
な
財
産
を
活
用
し
た
ま

ち
づ
く
り
の
た
め
に
は
、
町
民
一
人
ひ
と
り
の

熱
意
と
行
動
が
ぜ
ひ
と
も
必
要
で
あ
り
ま
す
。

　

町
財
政
が
苦
し
い
と
き
こ
そ
、
行
政
と
町
民

の
知
恵
と
力
を
結
集
し
た
「
協
働
に
よ
る
ま
ち

づ
く
り
」
を
推
進
す
る
こ
と
が
必
要
不
可
欠
で

あ
り
、
町
民
の
皆
様
が
少
し
で
も
ま
ち
づ
く
り

に
参
加
す
る
こ
と
で
、
今
ま
で
以
上
に
能
登
町

に
対
す
る
誇
り
や
愛
着
が
生
ま
れ
る
も
の
と
確

信
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
も
平
成
18
年
度
か
ら
始
め
た
財

政
再
建
計
画
を
平
成
20
年
度
ま
で
に
達
成
し
、

一
日
で
も
早
く
総
合
計
画
で
描
い
た
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

本
年
が
、
町
民
の
皆
様
に
と
っ
て
、
健
や
か

で
明
る
い
年
に
な
り
ま
す
よ
う
ご
祈
念
申
し
上

げ
、
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

 

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

能
登
町
に
な
っ
て
か
ら
早
２
年
目
の
新
年
を

皆
様
と
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
大
変
う

れ
し
い
思
い
で
す
。

　

さ
て
、
日
本
経
済
は
、
着
実
な
回
復
を
続
け

て
お
り
ま
す
が
、
家
計
部
門
に
ま
で
そ
の
波
が

届
い
て
い
な
い
状
況
で
あ
り
、
私
た
ち
が
住
む

能
登
町
に
お
い
て
は
、
農
林
水
産
業
や
中
心
市

街
地
の
商
店
街
な
ど
は
依
然
と
し
て
厳
し
い
状

況
下
に
あ
り
ま
す
。

　

一
方
、
国
の
財
政
状
況
の
苦
し
さ
は
、
小
泉

内
閣
か
ら
安
倍
内
閣
に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
し
ま
し

た
が
大
き
く
変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、
町

財
政
も
い
わ
ゆ
る
三
位
一
体
改
革
の
進
展
に

よ
っ
て
、
苦
し
い
状
況
が
続
い
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
昨
年
は
町
の
シ

ン
ボ
ル
で
あ
る
「
花
・
木
・
鳥
・
魚
」、
能
登

町
民
憲
章
の
制
定
、
そ
し
て
こ
れ
か
ら
の
ま
ち

づ
く
り
の
基
本
と
な
る
「
能
登
町
第
一
次
総
合

計
画
」
を
策
定
す
る
な
ど
、
一
歩
一
歩
着
実
に

前
に
進
ん
で
お
り
ま
す
。

　

豊
か
な
自
然
か
ら
は
、
豊
か
な
農
水
産
物
が

２０  ０７年

厳
し
い
財
政
状
況
を
乗
り
越
え
て
、行
政

と
町
民
の
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を

今
こ
そ
町
の
将
来
を
見
据
え
、行
政
と

一
体
と
な
っ
て「
町
民
憲
章
」の
実
現
を

援
な
ど
の
政
策
目
標
に
期
待
す
る
と
こ
ろ
大
と

し
て
、
新
年
度
予
算
づ
く
り
に
新
政
権
が
ど
こ

ま
で
踏
み
込
ん
で
自
ら
の
存
在
感
を
問
う
の
か

注
視
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
能
登
町
に
目
を
移
し
ま
す
と
、
合
併
し

て
早
1
年
10
カ
月
、
町
を
取
り
巻
く
社
会
情
勢

は
少
子
・
高
齢
化
や
人
口
減
少
の
進
行
、
住
民

ニ
ー
ズ
の
多
様
化
な
ど
刻
々
と
変
化
し
て
お
り

ま
す
。
合
併
し
た
と
は
い
え
、
財
政
面
に
お
い

て
も
厳
し
い
状
況
が
続
き
、
責
任
あ
る
持
続
可

能
な
行
財
政
運
営
の
実
行
が
不
可
欠
と
な
っ
て

い
ま
す
。
今
こ
そ
町
の
将
来
を
見
据
え
、町
民
・

行
政
・
議
会
が
一
体
化
の
中
で
「
ひ
と
・
く
ら

し
が
輝
く
ふ
れ
あ
い
の
ま
ち
」
を
目
指
し
て
力

を
結
集
し
て
行
動
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思

い
ま
す
。

　

私
た
ち
議
会
も
、
新
た
に
20
人
に
よ
り
ス

タ
ー
ト
い
た
し
ま
し
た
。
行
政
と
一
体
に
な
っ

て
「
町
民
憲
章
」
に
掲
げ
た
ま
ち
を
つ
く
る
た

め
、
誠
心
誠
意
努
力
し
町
民
の
皆
様
の
ご
期
待

に
応
え
る
所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
、
倍
旧
の
ご

指
導
・
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　

終
わ
り
に
な
り
ま
し
た
が
、
町
民
皆
様
の
ま

す
ま
す
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
心
よ
り
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
し
て
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い

た
し
ま
す
。

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
方
に
は
、
日
ご
ろ
か
ら
町
政
に

対
す
る
温
か
い
ご
理
解
と
絶
大
な
る
ご
協
力
を

賜
り
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

夢
と
希
望
に
満
ち
た
新
春
を
迎
え
る
に
あ
た

り
、
ご
清
福
と
ご
繁
栄
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。

　

平
成
18
年
は
、
政
治
・
経
済
・
文
化
な
ど
各

方
面
で
激
動
の
1
年
で
し
た
。
特
に
小
泉
政
権

下
で
行
わ
れ
た
「
三
位
一
体
改
革
」
に
よ
っ
て

地
方
分
権
が
問
わ
れ
た
も
の
の
、
国
・
地
方
を

通
じ
た
財
政
再
建
の
た
め
の
手
段
と
し
か
考
え

ら
れ
な
い
傾
向
に
す
ぎ
ず
地
方
に
と
っ
て
は
厳

し
い
財
政
事
情
を
露
呈
し
ま
し
た
。
地
方
分
権

の
目
標
を
見
失
う
こ
と
な
く
、
高
齢
者
や
障
害

者
の
福
祉
、
子
育
て
や
教
育
、
ま
ち
づ
く
り
な

ど
人
々
の
暮
ら
し
を
支
え
る
公
共
サ
ー
ビ
ス
を

創
り
出
す
役
割
を
よ
り
拡
大
し
、住
民
が
安
全
・

安
心
に
暮
ら
せ
る
豊
か
な
地
域
社
会
を
実
現
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

９
月
に
は
安
倍
政
権
が
誕
生
し
、
新
首
相
が

掲
げ
た
改
憲
・
教
育
改
革
・
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
支

【写真：宇出津港より立山を望む】



▼
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
を
視
聴
す
る
に
は･･･

①
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
対
応
テ
レ

ビ
に
買
い
替
え
る
。

　

現
在
ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ
を
お
使
い
の
方
は
、

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
対
応
テ
レ
ビ
に
買
い
替
え

れ
ば
、
ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
放
送
や
デ
ー
タ
放
送
な

ど
の
デ
ジ
タ
ル
機
能
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま

す
。
対
応
機
器

に
は
「
地
上
デ

ジ
タ
ル
放
送
対

応
マ
ー
ク
」
が

表
示
さ
れ
て
い

ま
す
。

②
デ
ジ
タ
ル
チ
ュ
ー
ナ
ー
ま
た

は
、
デ
ジ
タ
ル
チ
ュ
ー
ナ
ー
内
蔵

録
画
機
器
な
ど
を
買
い
足
す
。

　

現
在
使
っ
て
い
る
ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ
を
、
そ

の
ま
ま
使
う
場
合
は
、
デ
ジ
タ
ル
チ
ュ
ー
ナ
ー

や
デ
ジ
タ
ル
チ
ュ
ー
ナ
ー
内
蔵
の
録
画
機
器
な

ど
を
買
い
足
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
場
合
、
今
の
テ
レ
ビ
に
Ｄ
３
端
子
や
Ｄ

４
端
子
が
あ
れ
ば
、
ハ

イ
ビ
ジ
ョ
ン
画
質
で
視

聴
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
な
い
場
合
は
、
従

来
ど
お
り
の
標
準
画
質

に
な
り
ま
す
。

③
す
で
に
デ
ジ
タ
ル
放
送
対
応
テ

レ
ビ
を
持
っ
て
い
る
。

　

す
で
に
デ
ジ
タ
ル
放
送
対
応
テ
レ
ビ
や

チ
ュ
ー
ナ
ー
内
蔵
録
画
機
器
を
持
っ
て
い
る
人

は
、
設
定
を
行
う
だ
け
で
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送

を
視
聴
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◆
チ
ャ
ン
ネ
ル
設
定
は
、
初
期
設
定
か
ら
地
上

デ
ジ
タ
ル
放
送
の
受
信
設
定
を
行
う
と
自
動
的

に
左
表
の
と
お
り
割
り
当
て
て
く
れ
ま
す
。
詳

し
く
は
機
種
ご
と
の
付
属
説
明
書
を
ご
覧
に

な
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
全
地
区
共
通

①
機
種
に
よ
っ
て
は
、
同
軸
ケ
ー
ブ
ル
の
接
続

端
子
が
「
ア
ナ
ロ
グ

Ｖ
／
Ｕ
端
子
」
と
「
地

上
デ
ジ
タ
ル
端
子
」

そ
れ
ぞ
れ
別
々
の
場

合
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
場
合
は
、
２
分
配

し
て
両
方
と
も
接
続

し
て
く
だ
さ
い
。

②
衛
星
デ
ジ
タ
ル
放
送
は
、
有
線
テ
レ
ビ
で
は

再
送
信
さ
れ
ま
せ
ん
。
世
帯
ご
と
に
パ
ラ
ボ
ラ

ア
ン
テ
ナ
を
設
置
す
る
こ
と
に
よ
り
楽
し
む
こ

と
が
で
き
ま
す
。

●
柳
田
・
内
浦
地
区
の
場
合

①
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
波
は
、
Ｕ
Ｈ
Ｆ
帯
域
で

再
送
信
し
ま
す
。
県
内
地
上
波
の
親
局
と
同
じ

周
波
数
と
な
り
ま
す
。

●
能
都
地
区
の
場
合

①
初
期
設
定
の
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
の
チ
ャ
ン

ネ
ル
検
索
で
、
機
種
に
よ
っ
て
は
「
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ

パ
ス
ス
ル
ー
帯
域
を
検
索
し
ま
す
か
」
と
い
う

意
味
の
表
示
が
出
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

場
合
は
「
行
う
」
を
選
択
し
て
く
だ
さ
い
。

②
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
波
は
、
ス
ー
パ
ー
ハ
イ

バ
ン
ド
帯
域
で
再
送
信
し
ま
す
。
デ
ジ
タ
ル
放

送
の
機
能
は
全
く
同
じ
で
す
。

●
柳
田
地
区
の
場
合

①
柳
田
地
区
の
方
は
、「
ホ
ー

ム
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
接
続
端

子
」
と
「
テ
レ
ビ
の
地
上
デ

ジ
タ
ル
端
子
」
へ
２
分
配
し

て
接
続
し
て
く
だ
さ
い
。

②
地
上
デ
ジ
タ
ル
対
応
テ
レ

ビ
に
買
い
替
え
る
と
き
に
、
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
の
63
ｃ

ｈ
ま
で
に
対
応
し
た
テ
レ
ビ
を
選
択
す
る
と
、

ホ
ー
ム
タ
ー
ミ
ナ
ル
と
の
切
替
操
作
が
不
要
と

な
り
ま
す
。

※
内
浦
地
区
で
伝
送
路
が
未
整
備
地
区
の
方

は
、
今
年
４
月
の
供
用
開
始
に
向
け
、
順
次

整
備
中
で
す
の
で
今
し
ば
ら
く
お
待
ち
く
だ
さ

い
。
な
お
、
宅
内
工
事
の
完
了
と
と
も
に
デ
ジ

タ
ル
放
送
も
含
め
た
試
験
放
送
を
楽
し
む
こ
と

が
で
き
ま
す
。

◆石川県の地上デジタル放送チャンネル●
設
定
し
て
も
地
上
デ
ジ
タ
ル
放

送
が
映
ら
な
い
場
合
は･･･

　

設
定
し
て
も
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
が
映
ら
な

い
場
合
は
、
ご
自
宅
の
分
配
器
や
ブ
ー
ス
タ
ー

（
信
号
を
増
幅
す
る
機
器
）
な
ど
の
宅
内
配
線

が
対
応
し
て
い
な
い
場
合
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

こ
の
場
合
は
、
対
応
し
た
分
配
器
や
ブ
ー
ス

タ
ー
に
取
り
替
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

※
宅
内
配
線
に
つ
い
て
は
、
能
登
町
電
器
商
業

組
合
加
盟
店
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
有
線
テ
レ
ビ
の
番
組
や
引
込
工
事
、
ケ
ー
ブ

ル
移
設
な
ど
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、
広

報
情
報
推
進
課
（
☎
76
ー
８
３
０
１
）
ま
で
お

願
い
し
ま
す
。

※
３
月
末
ま
で
は
試
験
放
送
の
た
め
、
一
時
的

に
画
像
が
乱
れ
た
り
途
切
れ
た
り
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

2007.1  № 23 5 4

このマークを確認

Ｄ 4端子

放送事業者 リモコン番号 表示チャンネル

ＮＨＫ－Ｇ（総合） １ ０１１

ＮＨＫ－Ｅ（教育） ２ ０２１

テレビ金沢 ４ ０４１

北陸朝日放送 ５ ０５１

北陸放送 ６ ０６１

石川テレビ放送 ８ ０８１

能登町自主コミュニ
ティチャンネルや気象
チャンネルなど

日本ケーブルテレ
ビ連盟で検討中 同左

・番組編成によっては、表示チャンネルが変わることもあります。
・自主放送などは、来年度からの対応予定です。
・衛星アナログ放送は、地デジチャンネルでは再送信されません。

悪質商法に注意！
　テレビ調査人や工事人を名乗って不正請
求を行ったり、郵便などによる振り込め詐
欺（架空請求）を行ったりする事例がおき
ています。
　地上デジタル放送に関する誤った情報や
不十分な情報にもとづいて関連商品・サー
ビスを売りつける悪質商法にご注意くださ
い。あやしいと思った場合は、迷わずに警
察や広報情報推進課に連絡してください。

出前講座もご利用ください！
　出前講座には「地上デジタル放送って
何？」というメニューがあります。
　この講座では、地上デジタル放送につい
て有線テレビ担当者が詳しく説明します。
　地デジについてもっと詳しく知りたい方
は、団体（原則 10 人以上）で生涯学習課（☎
72-2510）までお申込みください。

▼
接
続
な
ど
は･･･

高画質・高音質に加え、双方向番組やデータ放送などが魅力の「地上デジ
タル放送」。

　能登町有線テレビでは、地上デジタル放送を送受信する設備を整え、現在 4
月の本放送に向け、地上デジタル放送の試験放送を行っています。ご家庭で
地上デジタル放送対応機器を購入すれば、受信設定を行うことにより地上デ
ジタル放送を視聴することができます。
　なお、現在視聴している地上アナログ放送については、
2011 年（平成 23 年）7月 24 日まで、並行して視聴すること
ができますが、それ以降は地上デジタル放送に完全に移行する
ことになります。

もう昔
アナログ

に     は戻れないかも！高画質
高音質
双方向番組
データ放送

有線テレビで地上デジタル放送が受信できま
す。

地上アナログ端子

地上デジタル端子

入力

ホームターミナルへ

地デジ端子へ



所得税・住民税が変わります。
平成 19年から、税源移譲により所得税と住民税（町民税・県民税）の税率が変わります。
「地方のことは地方で」という方針のもと、三位一体改革により全国で 3兆円規模の税源移譲が行われること
になりました。
これにより、今後は地域の特性を活かし、今まで以上に住民ニーズを適切に反映した行政サービスが提供でき
るようになります。

何が変わるの？01税源移譲では、所得税（国税）と個人住民税（地方税）の税率を変え
ることで、国の税収が減り、地方の税収が増えることになります。

平成 19年から

どう変わるの？02所得税→4段階の税率から 6段階に細分化されます。（平成 19年 1月分から適用）
住民税→ 3段階の税率から一律 10%の税率に変更されます。（平成 19年 6月分から適用）

所得税とは･･･
1 月 1日から 12月 31日
までの 1 年間に生じた
個人の所得に課税される
税金（国税）のこと。徴
収方法には、確定申告に
よる申告納税方式と源泉
徴収方式がある。

住民税とは･･･
県民税と町民税を合わせ
て住民税と呼ばれ、1月
1日現在の住所地で課税
される。個人住民税と法
人住民税があり、所得に
応じて課税される所得割
と均等の額を負担する均
等割がある。

住　民 地　方

国

住民税＋ 3兆円

行政サービス

所得税
△ 3兆円 地方交付税

国庫補助金など

税源移譲のしくみ

税源移譲前 税源移譲後

※給与所得者・年金受給者の場合、平成 19 年 1月から所得税が先に減り、その後平成 19 年 6月から住民税が増えること
　になります。
　事業所得者の場合、平成 19 年 6月分から個人住民税が増え、平成 20 年 3月の確定申告から所得税が減ります。

税負担は増える？減る？03ほとんどの方は、1月分から所得税が減り、その分 6月分から住民税が増えることになります。
しかし、税源の移し替えなので「所得税＋住民税」の負担は基本的には変わりません。

税源移譲による負担変動（税額）のモデルケース

税源移譲以外の変更点は？04○定率減税が廃止されます。
　　平成 11年度から景気対策のために暫定的な税負担の軽減措置として導入されていた定率減税
　が廃止されます。（所得税は平成 19年 1月分、住民税は平成 19年 6月分から）

平成 18 年

所得税 税額の 10％相当額を減額
（限度額 125,000 円）

住民税 税額の 7.5％相当額を減額
（限度額 20,000 円）

平成 19 年

所得税 平成 19 年 1月分から廃止

住民税 平成 19 年 6月分から廃止

○住民税の老年者非課税措置が廃止されましたが、経過措置が適用されます。
　　平成 17年 1月 1日現在 65 歳以上の方（昭和 15年 1月 2日以前に生まれた方）で、前年の合
　計所得金額が 125 万円以下の方は、税負担を緩和するため経過措置がとられています。

平成 18 年度 平成 19 年度 平成 20 年度
所得割額 税額の 3分の 2を控除 税額の 3分の１を控除 控除なし

均等割額
町民税 1,000 円
県民税　300 円

町民税 2,000 円
県民税　600 円

町民税　3,000 円
県民税　1,000 円
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（税率） （税率）

所得税 所得税住民税 住民税

10％

20％

30％

37％

5％

10％
13％

5％
10％

20％
23％

33％

40％

10％

○独身者の場合

給与収入
税源移譲前

所得税 住民税 合計
300 万円 124,000 円 64,500 円 188,500 円
500 万円 258,000 円 163,000 円 421,000 円
700 万円 474,000 円 307,000 円 781,000 円

○夫婦＋子ども 2人の場合

税源移譲後
所得税 住民税 合計
62,000 円 126,500 円 188,500 円
160,500 円 260,500 円 421,000 円
376,500 円 404,500 円 781,000 円

負担増減額

０円
０円
０円

→ ＝

給与収入
税源移譲前

所得税 住民税 合計
300 万円 0円 9,000 円 9,000 円
500 万円 119,000 円 76,000 円 195,000 円
700 万円 263,000 円 196,000 円 459,000 円

税源移譲後
所得税 住民税 合計

0円 9,000 円 9,000 円
59,500 円 135,500 円 195,000 円
165,500 円 293,500 円 459,000 円

負担増減額

０円
０円
０円

→ ＝

※夫婦＋子ども 2人の場合、子どものうち 1人が特定扶養親族に該当するものとしています。

※一定の社会保険料が控除されるものとして計算しています。

◎このほか実際の負担増減額には、平成 19年度から定率減税が廃止されるなどの影響があり
　ますのでご注意ください。
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第４回

定例会

議
会

選
挙
後
初
の
定
例
会　

　

第
４
回
能
登
町
議
会
定
例
会
は
、
12
月
7
日

に
招
集
さ
れ
ま
し
た
。
会
期
を
14
日
ま
で
の
8

日
間
と
し
、
平
成
18
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
な
ど
の
町
長
提
出
議
案
20
件
、
鵜
川
地
区
公

衆
ト
イ
レ
設
置
に
関
す
る
請
願
な
ど
の
請
願
3

件
、
陳
情
2
件
が
上
程
さ
れ
ま
し
た
。

　

人
事
案
件
（
公
平
委
員
の
選
任
に
つ
い
て
）

に
同
意
し
た
あ
と
、
上
程
さ
れ
た
議
案
・
請
願
・

陳
情
は
各
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
、
審
議
さ

れ
ま
し
た
。

庁
舎
建
設
基
金
条
例
が
可
決

　

採
決
で
は
、
質
疑
討
論
が
あ
っ
た
議
案
「
能

登
町
庁
舎
建
設
基
金
条
例
に
つ
い
て
」
が
先
に

採
決
さ
れ
、
起
立
多
数
で
可
決
し
ま
し
た
。
そ

の
ほ
か
の
議
案
18
件
に
つ
い
て
も
原
案
の
と
お

り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
請
願
2
件
、
陳

情
1
件
を
採
択
と
し
ま
し
た
。

議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会
を
設
置

　

つ
づ
い
て
議
会
議
案
3
件
が
上
程
さ
れ
、
議

会
活
動
を
広
報
す
る
た
め
の
広
報
編
集
特
別
委

員
会
が
設
置
さ
れ
、委
員
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

「
道
路
整
備
促
進
に
関
す
る
意
見
書
」
ほ
か
1

件
は
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
18
年
第
4
回
定
例
会
結
果

●
可
決
さ
れ
た
議
案

　
（
補
正
予
算
は
す
べ
て
平
成
18
年
度
）

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）
▽
歳
入
歳
出

そ
れ
ぞ
れ
3
億
５
７
４
０
万
２
千
円
を
追
加
し

予
算
総
額
を
１
４
９
億
６
０
０
８
万
９
千
円
と

す
る
。

有
線
放
送
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

漁
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

能
登
町
児
童
セ
ン
タ
ー
条
例
に
つ
い
て
▽
ま
つ

な
み
キ
ッ
ズ
セ
ン
タ
ー
を
児
童
福
祉
法
に
定
め

る
児
童
セ
ン
タ
ー
と
す
る
。

能
登
町
庁
舎
建
設
基
金
条
例
に
つ
い
て
▽
合
併

協
定
書
に
基
づ
き
、
庁
舎
建
設
資
金
の
財
源
確

保
を
目
的
と
し
た
基
金
を
設
置
。

能
登
町
地
区
集
会
所
等
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
に
つ
い
て
▽
野
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
を
追
加
。

一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

能
登
町
病
院
事
業
の
設
置
等
に
関
す
る
条
例　

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て
▽

野
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
指
定
管
理
者

に
野
田
区
を
指
定
。

石
川
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
の
設
立
に

つ
い
て

奥
能
登
広
域
圏
事
務
組
合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

珠
洲
市
・
能
登
町
環
境
衛
生
組
合
の
解
散
に
つ

い
て
▽
珠
洲
市
が
独
自
に
処
理
施
設
を
整
備
し

た
た
め
組
合
を
解
散
（
平
成
19
年
3
月
31
日
）。

珠
洲
市
・
能
登
町
環
境
衛
生
組
合
の
解
散
に
伴

う
財
産
処
分
に
つ
い
て
▽
組
合
の
解
散
に
伴
う

財
産
処
分
を
負
担
金
の
割
合
で
按
分
。

能
登
町
公
平
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て
▽

公
平
委
員
に
金
七
政
彦
氏
（
松
波
）
を
適
任
と

し
て
同
意
。

●
可
決
さ
れ
た
議
会
議
案

能
登
町
議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会
の
設
置

に
関
す
る
決
議
に
つ
い
て
▽
委
員
6
人
を
選
任

し
、
委
員
長
に
鶴
野
幸
一
郎
議
員
、
副
委
員
長

に
山
本
一
朗
議
員
を
互
選
。
他
の
委
員
は
、
石

岡
安
雄
議
員
、
向
峠
茂
人
議
員
、
南　

正
晴
議

員
、
河
田
信
彰
議
員
。　

道
路
整
備
促
進
に
関
す
る
意
見
書
の
提
出
に
つ

い
て

ト
ン
ネ
ル
じ
ん
肺
根
絶
を
国
に
対
し
て
求
め
る

意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

●
採
択
さ
れ
た
請
願
・
陳
情

県
立
能
都
北
辰
高
等
学
校
並
び
に
能
登
青
翔
高

等
学
校
の
存
続
を
求
め
る
請
願
書

町
道
藤
ノ
瀬
５
号
線
（
田
谷
出
線
）
の
道
路
拡
幅
・

改
良
工
事
の
早
期
実
施
に
つ
い
て
の
請
願
書

ト
ン
ネ
ル
じ
ん
肺
根
絶
を
国
に
対
し
て
求
め
る

要
請
書

●
継
続
審
査
と
な
っ
た
請
願
・
陳
情

鵜
川
地
区
公
衆
ト
イ
レ
設
置
に
関
す
る
請
願

防
災
・
生
活
関
連
を
中
心
と
し
た
「
公
共
事
業
」

へ
の
転
換
と
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
民
間
化
に
反
対

す
る
陳
情
書

いつまでも安心して医療が受けられるように
医療費の節約にこころがけましょう。

能登町
老人医療費
の状況

高
齢
者
が
病
気
に
な
っ
て
も
安
心
し
て

医
療
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
国
民

み
ん
な
で
医
療
費
を
出
し
合
い
、
支
え
合
っ

て
い
る
の
が
「
老
人
保
健
制
度
」
で
す
。

　

老
人
保
健
制
度
の
対
象
者
は
、
昭
和
７

年
９
月
30
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
（
一
定
の

障
害
が
あ
る
人
は
65
歳
以
上
）
で
す
。
能

登
町
の
場
合
、
平
成
18
年
4
月
1
日
現
在
で

４
８
１
９
人
、
町
全
人
口
の
約

21
％
に
あ
た
り
ま
す
。

　

今
後
、
高
齢
化

社
会
に
伴
い
医

療
費
の
増
加

が
見
込
ま
れ

ま
す
。
老
人

医
療
の
財
源

は
、
み
な
さ

ん
の
一
部
負
担

金
と
、
大
部
分
を

国
・
県
・
町
か
ら
の

補
助
金
と
加
入
医
療
保
険

者
の
負
担
に
よ
り
ま
か
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

安
心
し
て
医
療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
、
医
療
費
が
増
加
し
な
い
よ
う
節
約

を
こ
こ
ろ
が
け
ま
し
ょ
う
。

　

心
身
の
老
化
の
ス
ピ
ー
ド
は
、
本
人
の
こ

こ
ろ
が
け
と
、
周
囲
の
環
境
に
よ
っ
て
速
く

も
遅
く
も
な
り
ま
す
。生
き
が
い
を
見
つ
け
、

積
極
的
に
外
に
出
て
、
い
つ
ま
で
も
は
つ
ら

つ
と
し
た
暮
ら
し
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

①老人医療給付内訳

平成 17 年度
医療給付総額 33 億 1,009 万円

平成 16 年度
医療給付総額 35 億 3,909 万円

　①は平成 16・17 年度の老人医療
費のグラフです。総医療給付額は平
成 17 年度で 33 億 1,009 万円となり
ました。また長期入院（年間 90 日
以上）にかかった費用は、全入院費
用の 18.3％を占めています。
　②③をみると、１人当たり診療費
や１日当たり診療費は県平均と比較
し低くなっていますが、１日当たり
診療費は、平成 16 年度と比較する
と高くなっています。
　⑤の受診率においては、県平均と
比較すると高くなっていることがわ
かります。

入院費（食事含む）
15 億 8,203 万円外来

11 億 1,668 万円

調剤他
5億 4,814 万円

歯科 6,324 万円

入院費（食事含む）
17 億 9,770 万円外来

11 億 3,117 万円

歯科 7,074 万円

調剤他
5億 3,948 万円

600,000 700,000 800,000（円）

石川県

能登町

806,362
773,593

673,892
681,753

11,300 12,100（円）

石川県

能登町

12,116
11,673

11,876
11,593

0

石川県

能登町

3.2
3.3

2.6
2.7

　　②１人当たり診療費 　　③１日当たり診療費

　　④１件当たり日数 　　⑤受診率（100 人当たり）

11,500 11,700 11,900

1.0 2.0 3.0（日） 140.0 148.0（％）

石川県

能登町

143.9
144.0

146.7
149.9

142.0 144.0 146.0

平成 17 年度

平成 16 年度
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施設は旧柳田保育所跡地に建設されました

地域のみんなが集う場所
野田コミュニティセンター完成式

　柳田・野田地区に建設が進められていた野田コミュニティセ

ンターの完成式が 12 月 10 日に行われ、関係者ら 80 人が出席

しました。この施設は平成 17 年に地域からの要望があり、㈶

自治総合センターのコミュニティ助成事業を受けて建設された

ものです。式では持木町長が「建設を要望するみなさんの熱意

と郷土への愛着心が成果となり表れたのだと思います」と式辞

を述べました。野田区長を務める水上栄治さんは「この施設を

大いに利用し、活力ある豊かな地域づくりを進めていきたい」

と感謝の気持ちを述べました。　

　全ての人々が生まれながらにして持っている「人権」。思い

やりの心を持ち、互いの人権を尊重できる明るい地域づくりに

努めようと、町内各地で人権擁護委員らが街頭キャンペーンを

行いました。12 月４日から 10 日までの「人権週間」にあわせ、

６日には柳田地区の石井橋付近で西又茂男さんと堂前弘子さん

が道行くドライバーに啓発パンフレットを配布したり、登校中

の子どもたちに「学校でみんな仲良くね」「いじめられている

子がいたら助けてあげてね」と声をかけ、人権の大切さについ

て呼びかけていました。

わたしらしく生きる権利
人権週間  街頭キャンペーン

　町の安全を守るため、地道な活動を続けてきた 7人の方に対

して能登警察署長感謝状が 12 月 11 日に贈られました。

　生垣博行さん（柳田・警察友の会）

　竹内賢雄さん（宇加塚・鶴町駐在所連絡協議会委員長）

　谷坊美明さん（上町・少年補導員）

　福塚政夫さん（山田・防犯協会瑞穂地区委員長）

　真岸　博さん（宇出津・交通安全協会理事）

　堺　良一さん（白丸・交通安全推進隊分隊長）

　中町政弘さん（姫・沿岸警備協力会副会長）

受賞者を囲んで関係者全員で記念撮影

地域のパワーで支える安心
能登警察署長感謝状贈呈式

持木町長から委嘱状を受け取る田形会長

要保護児童対策地域協議会代表者会議

　能登町要保護児童対策地域協議会が 12 月 18 日に設立し、15

人の協議会委員に委嘱状が交付されました。この協議会は虐待

を受けている子どもをはじめとする、要保護児童の早期発見や

適切な保護を図ることを目的に発足しました。この日能都庁舎

で行われた代表者会議では会長に就任した田形 功さんが「支援

体制の充実を目指し、できる限り迅速に対応していきたい」と

あいさつしました。今後は深刻な問題を抱える子どもたちを守

るために関係機関が情報を共有し、必要に応じて随時検討会議

などを開催するということです。

ＳＯＳを見逃さないで

　12 月から 1月は能登町が全国に誇る「寒ブリ」のシーズン

です。12 月 3 日、この寒ぶりを町内外にアピールするイベン

ト「能登の寒ぶり祭り」が宇出津仙人町通りで開催されました。

会場には冬の味覚寒ブリを味わおうと県内外から約 2,000 人が

訪れました。ブリの解体・即売会には、10 ㎏を超えるブリが

約 30 本用意されましたが、行列ができるほどの盛況であっと

いう間に完売となりました。

　12 月中旬には 1日に数千本のブリが水揚げされました。魚

市場には全国に発送されるブリやセリにかけられるブリが所狭

しと並び、市場は活気に満ちあふれていました。

全国に誇る「能登の寒ぶり」
寒ぶりシーズン到来

人権啓発グッズを手渡し児童に語りかける西又さん たくさんの観客の前で解体されるブリ

今年の豊作を「田の神様」に感謝する
アエノコト

　アエノコトは、古くから能登地方にだけ伝わる神事です。12 月 5日に田ん

ぼから夫婦神である「田の神様」を迎え（暮れのアエノコト）、翌年 2月 9日

の「田の神送り」（春のアエノコト）まで家の中で過ごし冬を越します。

　植物公園合鹿庵では、この貴重な神事を後世に残そうと毎年アエノコトを

実践しています。今年も田中  登さん（小間生）の執行のもと古式ゆかしくア

エノコトが行われました。田中さんは、田んぼから田の神様を迎え、お風呂

に入れ御膳でもてなします。その際、目の不自由な田の神様に一つ一つ説明

して、感謝の言葉を述べます。アエノコトは、農業が機械化されても忘れて

はいけないものがあると私たちに教えてくれているのではないでしょうか。

▲

「田の神様のおかげで今年も無事に
　収穫できました。ごゆっくりお召し
　上がりください」と述べ、そこに田
　の神様がいるようにもてなす独特の
　神事

▲

田の神様をお風呂に案内し、背中を
　流す田中さん

ブリが水揚げされるとセリにも力が入ります




